
市
場
町
の
土
地
所
有
形
態
に
つ
い
て

、

品

、

-

e

j

・1
4

5

-
↑
-
一

F
B

3
l
J
i，
一

了

ず

'

'

ヨ

~
H
パ

f
m
J
}

こ
」
J

~

古

1
 

1
 

i
 

十主

、五会

エB..

て

は

め

に

柏
田
打
済
下
に
お
し
て
手
品
、
な
と
F
L
I
A
V

一
山
め
て
い
た
士
山
均
町
に
関
す
る
研
究

ば
、
ぞ
い
成
山
、
肝
町
内
・
芳
一
辺
叫
犯
行
・
外
-
h
・
抗
JA
一
一
物
一
夜
・
市
場
国
・
市
日
の
変

叫
前
日
‘
ぷ
よ
ー
っ
盛
ん
に
一
行
わ
れ
て
き
た
。

じ

送
な
ど
と
い
、
-
た
山
山
山
市
'
を
ル
1

J

]

と
し
て

一
一
七
ム
れ
研
究
パ
川
町
斗
、
の
一
一
つ
と
し
て
句
、
不

Jm
健
一
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

オ
何
十
F
E
，
わ
在
七
日

!
?
Fて
は
、

-bs
，

$

 

V

4

、
す
み

↑
た
し
て
い
、
圭
委
任
追
に
十
回
し
て
安
村

去十和、

ι
)
Y
B
ん三
h
z
v二
レ
?
お
お
や
街
路
に
泊
{
一
て
問
問
か
れ
た
用
水
路

「つ
E
J

}

h

一
drυ~
ふ
れ
と
一
と
J

J

f

て
L

7

1
一

元
一
二

r

N

F

L

t 

ヲずれ介

t丸~ 

こ
F

よ
よ

j

九
州

4
h卜

r
J
K
能
]
は

ド

ル

恥

r
u
d
F

み
た
ふ
ず
子
円
い
旬
、
一
A
t
f
u
記
町
干
仁
た
し
v

に

M
Hげ
に
み
ム
乞
乙
焦

べ

v
v

一、

c

コfr~hs
、
て
み
t
y
a

山一
h
J

、

て
、
近
作
初

U~ιlrz仁
村
松
山
に
1
h
a
b

一
川
叫
が
ム
ル
ー
恥
わ
尚
ふ
れ
物

-

L
土
肥
川
一
喝
一
人
同
町
期

新
川
自
拐
な
一
口
約
研
究
め

戸汁
J
F
m
e
J
d

と
し

そ
の
士
山
心
所
有
形
容
に
つ
い
、

に
子
-
-
公
吏
日

二
れ
し
日
一
川
比
於
な
ん
た
{
品
川
惜
別
れ
剛
医
科
一
泊
の
ホ
リ
右
と
そ
れ
J

}

ザ
ザ
f

5-

い
}
ぬ
る
計
一

A
r
r円「
h
h

同m
u
u
υ

が
化
目
指
さ
れ
て
竺
た
。

f
r
J
J町
一
柏
-
L
)
」
ー
も
不
し
さ
れ

t-rd
に
お
け

ζ

ゴ
丸
山

LfF

介
静
一
~
に
庁
す
と
夜
明
マ
】
成
年
か
ム
は

一わ(戸-~内川
zp
べ
に

ζ
L
I
T
八日刊杭同片山一な斗
J

恥
一
一
什
ふ

r
、

ゴ
ー
い
ん
一
位
二
間
人
の
公
L
Z
r
h
r
F
'一
比
一
に
よ
る
目
白
わ
忽

ぱュ

ふ
み
い
は
高
T
F一
致
吹
だ
丈
一
仁
よ
7
a
p
k叫

L
f，
r品
工
す
わ
↑
H
d
J
C

な
い
と
、
と
レ
r

た

一i-

J
J

任
以
一
二
J

れ
て
い

4

旬、
J

て
こ
で
ζ

ビ一日
μ

ぃ
:
に
お
、
て
は

弘
一
九
L
U
V

徒
)

J

仙
川
一
僚
で
あ
二
、
も
↓
し
均
出
有
余

一に
J

仁、
t
u
d
u
乙
一
に
お
い
M

J

長
な
4
1
こ
と
よ
ゲ
一

福
島
県
三
Z
F
M

ヤ
ト
ハ
エ
ケ
小
田
行
れ
ホ
伊
か
一
ト

4

け

い
F

小
町
グ
士
山
片
品
r

円
十
円
一
下
不
能

J

ー
と
し
i
k

ゆ
る
訂
尻
町
内
昨
日
仲
係
刊
の

j

Mじ

J

昨ト山一以
1
4
に
し
こ
か
J
ん
い
析
し

FTJ
桁
小
」
た
い
c

二
、
集
若
の
発
生
と
形
態

小
山
山
川
れ
甘
『
鼻
、
対
日
…
の
充
当
は
、

「
「
新
総
人
口
作
風
土
記
』

F-
ト
巴
ト
い
.
ャ
修
、

i

J

J

E

 

↑

a
y
H
H
1
4
 

L
y

、

h
H
τ
-

一
F

J

J

」
矛
名
の
ド
も
な
い
H
山
形
大
和
、

同

本j

(
此
い
れ
及
び
牛
山
り
い
い
ト
ー

H
T

穴
十
へ
お
J
J

日
対
日
喝
な
円
)
の
市
場
便
り
霊
山
(
1
q
き
し
て
、

タ
イ
ナ
ぷ
ず
ム
ワ
つ
九
ヤ
ン
キ

L
f
M偏

差
二
間
続
ー
・
市
内
町
長
下
・
小
日
付
ー
と
一
広
川
区
の
民
居
を
此
に
管
、
(
め
)
て
町
一
到
し
、

九
十
一
二
院
村
め
人
メ
、
が
発
、

三 の
十名

K 

Eま
ノ¥ .. 
R ニ

r:: 
~-
r、
f:-， 

かはコ

I全~
R 

と
‘ー+・，d 
ーん

と 4で

き1ft
t1 村

L 

Lt-
4ij 
ノ1
J 
'-' 

. 
寸J

J 

市
山
市
町
会
一
お
向
」
た
.
日
比

rv-

間
開
拓
件
主
ろ
と
λ

な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五

(!)次}

ft; 言十
祭 t在
日昼牲
に iヱ
ト、-，ι 
d 

L 
しーー

録、一
4
円
形
徒
一
に
ー
も
あ
ム
わ
れ
て
い
る
。
明
治
へ
ん
止

(
同

L

産
北
に
走
る
合
J
t
m一
に
均
し
て
じ
山
Z
Z
1
3
ι

ヘ
げ
は
れ

1
)

、

土
U

町山一山
U
L

わ
厚
敷
怒
が
一
示
き
れ
て
い
る
。

屋
敷
地
数
を
小
字
骨

J

一
に
集
計
す
と
と
、

北
町
五
一
袋
、

昨
町
二
九
世
輩
、
南
町
三
九
筆
、

烹
町
三
六
筆
、

否
町
三
一
/
、
筆
て

ふ
れ
り
、

f己

九一一

i
ー
と
な
る
。

こ
の
田
町
敷
地
数
は
、

『
野
十
伊
開
会
津
同
h
J
J

士
M
い

)

の
「
家
計
百
七
十
↓
一
軒
、
東
西
↑
町
三
十
軒
白
山
口
高
北
ぷ
町
、
四
方
自
問
m
h十
町
、

家
む
と
ほ
ぼ
一
向
訟
で
ふ
句
、

旬
、
治
か
り

fm
稽
均
一
時
一
も
奥
野
1

的
な
あ
利
子
容
を
示
し

J

-

、
.
乙
え
F
J
・
け
中
町
J
・
南
町
門
知
)
巨
と

致
し
て
い
u

るむ

4

6

4
」

ル
片
道
め
中
市
中
八
お
よ
H
U
h
仔
一
品
町
民
地
の
一
長
併
に
は
用
水
路
が
一
7
4

き
れ

-

L

f
v
h

、
街
道
の
中
小
穴
を
流
れ
る
用
水
路
は
m
M
L
h
p
し
て
し
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、

小
田
付
に
お
い
て
も

伎
の
市
川
匂
町
、
と
川
僚
の

5
1
5
彩
管
が
一

不
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

集
客
の
北
端
に
は
伝
一
牛
乃
締
い
れ

A
d
b
m
n
 

{
現
在
、

一
の
宮
神
日

高
山
ト
与
に

は
じ
U

社
神
社

カ
あ
る
。

(
'
あ
る
い
は
蛇
れ
い
」
い
と

後
者
の
松
前
打
出
円
引
叫
一
日
大
山
妖
M
t

横
山
佐
神
を
祭
神
と
し
て
い
、
た
が
、

H 
h 

改
称

し
大
国

主
ノ、

を7
0交

誼担

レ

し
-:' Hfi 

L、 3ヶ‘

る[[T'd
o 句=

ノ、

は
汲
寸
市
川
F
一
民
一
附
;

J
i
i
1
4
-
i
 

ま・だ、

;'1 

チ
初
め
・
市
を

移
せ
し
と
き
中
凶
付
村
よ
内
一
簡
の
大

GLT-
贈
る
c

今
鎮
守
伝
せ
の
境
内
に
あ

(
山
)

(
後
略
」
一
・
こ
さ
れ
、
↑
山
神
J
J

祭
ら
れ
て
い
と
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て

，) 初
ぃ
山
台
拡
引
に
は
給
料
山
惜
竹
社
よ
丹
市
神
の
二
十
年
を
、
'
径
一
定
の
+
南
践
と
ぞ
川
村
山
神
社
に

百一

十
る
治
の
分
鮫
凸
山
と
の
一
一
地
点
…
に
鎮
座
き
せ
た
。
こ
の
初
市
に
お
い
て
は
、
記
一2

 

き
上
り
小
法
師
・
達
磨
・
梅
田
め
の
飴
・
大
蕪
な
ど
の
縁
起
物
が
売
買
さ
れ
た
。

な
お
、
近
慣
に
お
け
る
交
易
物
資
は
、
大
向
・
士
一
i

・
大
一
足
・
里
芋

-
E牡・

薪
な
ど
の
農
産
物
や
農
産
加
工
品
で
あ
一
〆
た
。
.
，

三
、
土
地
評
価

次
に
、
向
一
の
地
籍
凶
に
よ
り
地
代
の
努
級
か
ら
小
田
付
に
お
け
る
土
地
評

価
を
み
よ
う
(
図

1
)
。
地
代
が
最
も
高
レ
一
等
地
は
街
村
の
南
織
部
分
に
あ

た
っ
て
お
り
、

字
南
町
の
ほ
ぼ
全
域
と
ん
子
中
町
の
南
半
分
を
占
め
て
い
る
。
二

等
地
は
字
中
町
の
北
半
分
と
ん
「
北
町
の
南
端
部
分
を
占
め
て
お
り
、
街
村
の
中

央
部
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
一
一
竺

d

地
は
字
北
町
の

p

大
部
分
LrE

字
西
町
の
東
半

分
の
地
区
で
あ
る
。
サ
イ
数
恥
れ
の
厚
敷
地
数
は
、
お
の
お
わ
五
乙
筆
、
二
三
筆
、

六
九
祭
で
あ
る
。
桁
村
部
分
に
隣
接
す
る
ん
子
東
町
全
域
と
字
西
町
の
西
半
分
の

地
区
は
四
等
地
に
な
っ
て
お

η
、
原
敷
地
数
は
一
九
二
条
を
数
え
て
い
こ
心
。

以
土
の
ご
と
く
小
田
什
に
お
け
る
地
代
は
、

F

前
打
神
村
山
お
よ
び
初
市
の
折
の

心
榊
一
の
鋲
照
地
点
に
近
い
ほ
ど

A
く

透
く
な
れ
ば
地
代
ふ
低
く
な
っ

p

て
い
る
。

寸
な
わ
れ

3

山
崎
町
内
部
の
谷
地
ト
ハ
ム
繁
栄
'
u
r
J

地
代
と

L
て
の
七
地
汗
任
に

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

回
、
土
地
所
有
形
態

ト

A
W

市
引
は
、
む
け
匁
方
市
立
凶

S
F
m所
畿
の
絵
凶
を
抗
日
料
と
し
て
い
る
。

民
に
は
作
成
年
次
が
記
耕
賦
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
川
尾
敷
地
わ

vmhzp，

の
ず
ベ
て
に
つ
い
て
名
字
が
記
蔵
さ
れ
て

t
る
。
ゆ
か
時
社
神
社
の
一
段
寸
ミ

d

め伝子

B
 

の
拡
張
が
明
治
一
六
年
二
八
八
三
)
で
あ
る
。
と
レ
号
一
一
点
か
ら
昨
v
r
u
d
停

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
曙
敷
地
に
つ
レ
て
は
、
そ
の
内

有
者
名
戸
借
地
の
場
合
は
借
主
名
も
記
載
)
と
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い
る
む
ド

地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
名
と
面
積
お
よ
び
田
畑
の
別
と
そ
の
等
級
別
「
上
・

中
・
下
)
が
一
筆
ご
と
に
記
入
さ
れ
て
い
る
絵
図
で
あ
る
。

き
て
、
小
田
付

K
お
け
る
土
地
所
有
規
模
を
、
屋
敷
地
お
よ
び
耕
地
の
所
有

者
一
一
二
一
一
名
に
つ
い
て
み
て
λ

ょ
う
。
屋
敷
地
の
函
穆
は
、
最
小
が
二
三
止
士
、

j

'

 

ニ
♂
，
乞

-15-

最
大
が
て
反
四
畝
二
五
歩
で
あ
り
、

一
戸
当
り
の
平
均
屋
敷
地
面
績
は
四
飢
一

八
券
で
あ
っ
た
。
階
層
別
に
は
一
畝
未
満
が
一
戸
、
一
畝
以
上
三
畝
来
満
が

六
一
戸
、
一
一
一
畝

t
五
畝
が
五
一
二
戸
、
五
畝

t
一
一
区
一
一
四
戸
、

一
反
以
上
が
九
戸
で

あ
る
。
耕
地
面
積
に
う
い
て
は
、
階
府
別
に
は
一
反
未
満
が
五
四
戸
、
↑
以
l

三
反
五
二
い
、
二
一
反

t
五
反
一
九
一
戸
‘
五
反

t
一
町
六
戸
、
一
町
以
上
が
二
い

で
あ
る
。
最
小
耕
地
出
務
は
一
八
歩
で
.
厳
大
は
二
町
六
反
七
品
開
一
ー
七
診
で

S

り
、
二
戸
当
り
の
平
均
耕
地
雨
績
は
二
反
二
六
歩
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
照
敷
地
を
所
布
し
な
が
ら
も
税
地
を
所
有
し
て
い
な
い
者
は
問
て
名

有
数
え
た
。
こ
れ
は
商
業
専
業
者
と
忠
わ
れ
る
。

F--れ
に
対
し
て

料
品
川
め
λ
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-P
一
所
有
し
屋
敷
地
が
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
レ
者
は
三
八
名
に
れ
ほ
句
、

の
耕
地
面
積
の
舵
計
は
一
-
一
町
六
反
一
ハ
)
歩
(
全
耕
地
面
積
の
豹
一
心
%
に
あ
たB

D日

る
)
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
市
場
町
で
あ
る
青
梅
市
新
町
の
場
合

か
ら
類
推
し
て
、

出
作
一
百
姓
と
考
え
ら
れ
る
。

耕
地
の
土
地
割
は
、

屋
敷
地
が
壁
然
と
し
た
街
村
形
態
を
示
し
て
い
る
の
に

立
U

一

三
宮
新
田
・
小
川
野
田
の
よ
う
な
短
冊
霊
の
土
地
叡
が
み
ら
れ
な
い
二

一
筆
当
り
わ
面
積
も
一
歩
か
ら
五
反
二
畝
二
四
歩
ま
で
さ
ま
き
主
で
あ
り
、
経
一

比
べ
、

計
画
な
土
地
劃
を
示
し
て
レ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
田
付
と
同
様
に
市

場
町
で
あ
っ
た
青
梅
市
主
円
・
群
馬
県
ι

中
之
条
町
の
土
地
却
に
お
レ
て
も

E僚

の
こ
と
が
指
探
で
き
ょ
う
。

所
有
耕
地
の
介
布
を
各
悦
帯
引
に
示
し
た
の
が
図

2
で
あ
る
。
屋
敷
地

K
一ボ

さ
れ
た
番
号
の
ー
か
ら
日
ま
で
は
地
代
の
二
等
地
に
当
っ
て
お
り
、

は
か
ら
幻

ま
で
は
三
等
地
で
あ
る
。
民

2
を
一
見
し
て
径
一
秩
序
な
分
布
を
示
し
て
い
る
こ

と
が
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、

。

え
3
J

一一

t
一
一
一
の
例
今
-
銭
げ
て
具
体
的
に
み
て
み
よ

田
町
敷
地
番
号
円
の
五
十
嵐
角
立
ー
は
、
回
目
敷
地
面
積
一
反
四
畝
一
四
歩
で
、

地
を
二
町
二
反
七
畝
一
一
歩
を
所
有
す
る
大
土
地
所
有
者
で
あ
る
(
表
1
)
。

こ
の
耕
地
は
、
屋
余
地
の
古
川
昨
、
日
の
中
央
部
、

筆
か
ら
三
簿
一
ず
つ
弁
士
刊
し
て
お
れ
ソ
、

同
町
一
敷
仙
四
番
号
げ
の
十
一
昨
谷
紘
一
一
一
は
、

回
付
川
左
誌
に
お
の
お
の
一

分
散
し
て
い
、
る
。

屋
敷
地
JPニ
反
田
畝
二
五
歩
、
耕
地
所
二

町
六
一
氏
七
敵
一
七
歩
所
有
し
て
お
り
、
共
に
最
大
の
所
有
十
四
績
で
あ
る
会
衣
1
)
。

斜
地
は
尾
余
地
の
北
西
部
に
二
一
筆
、
団
付
川
右
岸
に
一
一
条
一
不
さ
れ
て
お
り
、

一
二
品
川
骨
市
中
で
は
か
な
り
ま
と
ま
っ
て
分
↓
布
し
て
レ
る
と
い
1
え
る
。

小
規
模
土
地
所
有
者
の
判
明
合
を
、

田
県
敷
地
香
号

5
の
花
街
士
口
五
郎
を
例
に
み

ょ
う
。
こ
の
所
有
国
務
ー
は
屋
敷
地
が
三
畝
二
歩
、
耕
地
が
二
反
一
六
歩
で
去
る
。

耕
匙
の
分
布
ば
佐
世
斗
乃
衿
社
れ
西
側
に
一
筆
、
拡
材
料
」
衿
社
の
北
部
に
一
筆
、
民

の
中
央
部
西
寄
り
に
一
筆
で
あ
り
、

屋
敷
地
か
ら
難
れ
た
場
所
に
分
散
し
て
い
、

る。
以
上
の
ご
と
く
、

小
田
付
に
お
け
る
商
業
兼
業
農
家
の
土
地
所
有
形
容
は
、

屋
敷
地
と
の
距
離
に
関
係
な
く
耕
地
が
自
分
散
し
て
分
布
し
、

屋
敷
地
お
よ
び
料

地
め
所
有
面
積
も
不
平
笠
守
に
な
ヲ
て
レ
る
。
そ
こ
に
は
、

計
画
的
問
先
路
一
一
た
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
規
則
性
は
見
出
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
計
十
倒
的
開
拓
問
R
h
V
U
1

わ

場
合
が
屋
敷
地
に
つ
い
て
街
村
形
縫
い
を
示
し
、
土
地
割
も
整
然
と
し
た
短
冊
裂

の
土
地
日
割
引
が
な
さ
れ
、
土
地
所
有
形
態
も
屋
敷
地
に
続
く
短
冊
型
め
紗
た
を
九
一

農
家
が
等
面
積

K
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
場
町
の
場
合
ば
原
緊

地
に
つ
い
て
の
人
計
画
的
開
拓
路
村
と
同
僚
め
街
村
形
態
を
示
し
て
い
る
I

川、
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土
地
割
・
土
地
所
有
形
態
に
つ
い
て
は
、

計
菌
性
・
規
則
性
が
み
ら
れ
な
い
。

五
、
結

語

耕

い
わ
ゆ

d

る
計
磁
的
開
拓
路
村
と
市
場
町
と
を
比
較
し
た
場
合
、
前
者
は
曲
一
主
主

的
機
能
が
強
く
、
後
者
は
商
業
的
機
能
が
強
い
。
こ
の
よ
ろ
な
集
落
機
能
わ
杓

途
は
農
民
主
穏
人
と
の
意
識
に
も
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
『
G

そ
し
て
、
静
)
う

し
た
相
違
が
集
落
開
拓
時
に
お
け
る
開
拓
計
山
田
の
施
行
範
習
の
差
異
と
し
て
あ

ら
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

計
画
的
開
拓
路
村
が
屋
敷
地
・
耕
地
め
土
地
出
町
一

-
土
地
所
有
形
縫
い
に
お
レ
て
等
面
積
・
短
冊
型
の
街
村
を
一
ホ
し
、

農
業
に
必
変
申
人

不
可
欠
の
耕
地
に
ま
で
計
画
が
施
行
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、

市
場
町
は
霞
吸
い
定

に
お
い
て
街
村
形
理
の
計
副
施
行
が
成
き
れ
た
が
、

土
地
所
有
に
つ
い
て
は
初

期
か
ら
世
一
一
り
面
積
所
有
で
は
な
く
、

耕
地
の
土
地
割
も
無
計
画
な
も
の
と
な
ウ
だ



の
で
φ

め
ろ
号
、

今
後
の
問
題
点
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
他
の
市
場
町
の
土
地

所
有
形
態
の
謂
査
・
分
析
、
同
様
な
街
村
形
態
を
一
不
す
宿
判
明
町
の
土
地
所
有
形

態
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
筑
波
大
学
院
生
)

本
論
文
作
成
に
あ
た
り
御
指
導
頂
い
た
筑
技
大
学
窮
地
約
夫
教
授
・
千

葉
徳
爾
品
開
、
発
に
、
心
か
ら
感
判
的
致
し
ま
す
。
ま
た
、
現
地
調
査
に
際
し
御

協
力
・
街
助
言
頂
い
た
去
タ
マ
万
女
子
高
校
五
十
嵐
勇
作
氏
、
喜
多
方
市
立

副
書
館
の
関
伝
的
各
位
に
筏
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

;主

(
1
)
 

田
中
館
秀
三
・
高
梼
幹
雄
「
筏
手
金
地
に
於
け
る
市
場
の

二
六

i
四
百
頁
。

た
と
え
ば
、

Fr司
九
州
}
」

一
九
三
八

地
面

L4e去
し
問

閉
山
中
依
毛
二
二
・
山
口
議
一
芯
「
東
北
川
泡
方
た
が
一
け
る
市
場
沼
一
・
市
場
群
及

ひ
十
〔
日
目
宇
写
、

1
日
目
(
L
S
Z
-
1

戸二

一
八
1
6
区
ご
及
、

た
苫
ぺ
4
4
5
f
ι

一
一
同
て
八
;
1
三

t
一h

E
人
1
2
L
h
'
+

一
員
、
な
ど
が
去
る
。

一
九
区

(
っ
こ
矢
嶋
仁
士
口
「
集
t

さ
え
憲
法
」

(
3
)
菊
地
dun-六

E
r
g
問
問
委
長
百
ム
一
書
長

民
主
人
L
i
g
五
一
頁

古
ム
「
書
院

一
九
三
六

二
四
九
一
員

一ι

九
七
ー
℃

五
三
八
頁

空主

三
六
五
l
t
一
二
六
七
一
良
、

(
4
)

失
聴
仁
士
口

-uv~
関
東
に
お
け
る
谷
口
袋
、
友
一
の
茅
礎
緩
造

特
に
時
計
防
局

田
町
渋
川
町
に
つ
レ
て

i

党
間
八
学
評
訟

七

一
九
五
匹

一

8

一
九
及
。
中
島
義
一
『
市
場
集
落
』
+
白
人
寸
書
院

殊
に
、
九
回

i
九
へ
及
。

一
九
六
回

七
四
頁
、

〆戸、、

D 
'-' 

『
新
編
会
津
風
土
記
」
巻
之
六

O

雄
山
関

一
九
七
五

第

巻

一
四
八
百
円

(
6
)
喜
多
方
市
立
図
書
館
所
蔵

(

7

)

南
は
塩
川
を
経
て
若
松
に
通
じ
、
北
は
大
塩
・
槽
原
を
経
て
米
沢
に
歪

る
。
伊
藤
豊
松
『
会
津
喜
多
方
の
歴
史
』
石
山
書
庖

一
九
七
回

戸、、

七
良

(
8
)
前
掲
(

5

)

「
小
田
付
ノ
沿
輩
及
史
蹟
ノ
大
要
」

一
四
八
頁

北
開
史
談

一
九
二
七

(
9〉

(
凶
)
前
掲

(
5
〉

一

四

八

頁

(
日
)
聞
き
取
り
謂
査
に
よ
る
。

(
ロ
)
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

(
日
)
前
掲

(
7
)

一一一↓九
l
三
二
二
百
円
、
お
よ
び
『
私
農
突
・
市
め
耕
作
}
』
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(
は
)
前
掲

(
9〉

(
日
)
常
渇

(
3
)
回
二
三

l
思
二
五
頁
、
ず
軒
町
新
一
一
回
の
耕
地
ご
ニ
二
町
九
忠
告

の
約
六

C
%
が
周
辺
の
山
村

ニ
一
戸
の
出
作
十
日
性
に
よ
ワ

カ
村
民

同
開
発
さ
れ
て
レ
る
。

(
同
)
前
提

(
2
)

一
三
一
頁
、

一
五
五
'
一
五
七
頁
、

前
掲

(
3
)
広士一

cie毘
五
二
頁

四
七
九
頁

(
げ
)
前
掲

(

2

)

二
五
つ
一
員
、
失
柏
崎
仁
吉
『
式
競
回
引
の
隼
、
一
号
』

4

ロ
ム
「
書
写
-

九
五
四

一
三
(
)
頁




